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William Empson and Roma Gill
??????
1?????
ジャック・デリダ （Jacques Derrida） よりもウィリアム・エンプソン （William 
Empson, 1906-84） を高く評価するクリストファー・ノリス （Christopher 
Norris）の“Some Versions of Rhetoric ; Empson and de Man”から、マシュー・
ベヴィス（Matthew Bevis） の Some Versions of Empson （2007） が近年出版され
たが、これに先立って出版されているローマ・ジル （Roma Gill, 1934-2001） 
編集の William Empson: The Man and His Work （1974） は今日においてもとて
も興味深い。W.H. オーデン（W.H.Auden）、 M.C. ブラッドブルック（M.C. 
Bradbook）、 福原燐太郎、グレアム・ハフ （Graham Hough）、 I.A. リチャーズ 
（Ivor Armstrong Richards）、L.C. ナイツ （L.C. Knights）、 ジョン・ウエィン 
（John Wain）、クリストファー・リックス （Christopher Ricks） らのエンプソ
ンの友人たちが彼の定年退職を記念して彼にまつわるエッセイを集めたも
のである。ジルは ‘Preface’ で本書出版の趣旨を次のように述べている。
When I first approached some of William Empson’s friends in search of 
papers for this volume, I asked them to write about the man himself, or 
his work, or the subjects that interested him. I hoped thereby to achieve 
some sort of coherence for the series of essays, and also to give some 
impression of the man, the poet, and the critic who has been such a 
powerful influence in the twentieth century.  ･･･The paper presented here 
range from the biographical to the academic ; but what every one suggests 
is the impossibility of separating the man from his work and the ‘life’ from 
the‘thought’―even on a ski-ing holiday.    
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ここでジルは寄稿者たちへの謝辞と本の収益金をエンプソン基金 （Empson 
Prize） へ寄贈する旨を記すに留まって、自身のエンプソン論を掲載してい
ないのは残念である。しかし、著名な寄稿者たちの原稿をまとめあげたジ
ルの手腕は高く評価されてよいであろう。ジョン・ハッフェンデン （John 
Haffenden） は Selected Letters of William Empson（2006） の巻末においてジル
の手紙を載せている。ここからエンプソンとジルの間には師弟関係以上の強
い絆があるのではないかと推測される。
2?Sheffield University.
ジルは 1934 年、偶然にもエンプソンと同郷のヨークシャー（Yorkshire）、
キースリー（Keighley）で生まれる。ジルは地元のヨークシャーのグラ
マースクールで教育を受け、1954 年ケンブリッジの大学へ進学する。その
後もオックスフォード（Oxford）大学へ進級、ヘレン・ガードナー （Helen 
Gardner） のもと劇作家フィリップ・マッシンジャー （Philip Massinger, 1583-
1640） 論で文学士号 （BLitt） を取得する。グウェン・ワード （Gwen Ward） が 
“ …Gill was truly of Yorkshire, but claimed some Jewish blood, this combination, 
perhaps, leading to her exceptional clarity of thought and expression. ”と言うよう
に、ジルはユダヤ人の血が流れている、頭脳明晰な学生であった。彼女の
ケンブリッジ （Cambridge） 大学 1 年の時 Varsity 誌と Manchester Guardian 誌
に執筆した論文 “The Third Foundation for Women”で高い評価を受け、その
頭角はすぐさまあらわれた。オックスフォード大学卒業後、教員養成大学 
（Teacher Training Colleges） で教鞭を執っていたが、1963 年エンプソンによっ
てシェフィールド （Sheffield） 大学に招かれたため 4 年で退官している。
エンプソンは恩師 I.A. リチャーズの薦めで 1931 年に東京帝国大学、東京
文理科大学で教鞭をとるために 3 年の契約で日本にやって来た。その後 3 年
間執筆者 （writer） としてロンドンでフリーで活躍し、1937 年から再びアジ
アの地、中国へと渡り北京大学へ赴任した。 1939 年、第二次世界大戦勃発
により自身の判断で危険を犯してイギリスに戻り、1940 年から BBC 放送で
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編集 （editor） の仕事に携わる。その頃知り合ったアフリカサービス（African 
Service）に新人として勤務をしていたヘスター・ヘンリエッタ・クラウス
（Hester Henrietta Crouse [ 彼女はいつでもヘッタ （‘Hetta’） の愛称で呼ばれて
いたため、結婚後 ‘Hetta Empson’ と呼ばれる ] と 1941 年に結婚した。彼女
の父はアフリカの畜牛を売買ディラーであった。ヘッタはその後 1942 年に
長男のウィリアム・ヘンドリック･モガドール （William Hendrik Mogador） を、
1944 年には次男のジェーコブ ･アーサー ･カレー （Jacob Arthur Calais） を授
かり、エンプソンは家族と共に英国文化振興会 （Buritish Council） からの派
遣で 1947 年から 1952 年にかけて再び北京大学へ長期赴任する。ハッフェン
デンの伝記によるとちょうど 1951 年に友人 L.C. ナイツからの自分の後任に
シェフィールド （Sheffield） 大学へ来ないかとの誘いがあったが、エンプソ
ンが中国を引き上げるその理由は、シェフィールド大学への赴任が決定した
からではなかった。
Before he left China, Empson had been tipped off about a vacancy at the 
University of Sheffield. L.C.Knights was standing down after five years as 
Professor of English Literature to become Winterstock Professor of English 
at Bristol; he actually departed from Sheffield in 1952, so his Chair was to 
stand empty for a year.　　　　　　　　　　　  （Haffenden, 2006; 317）
エンプソンのイギリス帰還の直接の原因は、子供たちの教育をイギリスで受
けさせることを第一優先に考えたエンプソンの父親たる顔がハッフェンデン
の伝記から推測されよう。故に当時エンプソンは L.C. ナイツの誘いを辞退
し、次の仕事の当ても無いまま、ヨークシャーへ戻る決意をしたのであった。
One fine winter day C.P. Fitzgerald was sitting with Empson in countryard 
･･･Then Empson turned to Fitzgerald and said: ‘No use talking to Jacob 
[Jacob Arthur Calais]. He doesn’t understand English and I can’t speak 
Chinese.’　　　　　　　　　　　　　　　　　 （Haffenden, 2006;198）
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結局、エンプソンは 1953 年シェフィールド大学に就任し、18 年後に定年を
迎える。その間にエンプソンは英文学部長としてシェフィールド大学にジル
を招いている （1963 年）。
Roma Gill first encountered William Empson through Seven Types of 
Ambiguity （1930） when she was still at school, An admiration for man, 
as revealed though his book, and great respect for （though not necessarily 
always an agreement with） his thought started then, and developed when, in 
1963, she was appointed to work under his professorship at the University 
of Sheffield, where she is now Senior Lecturer in English Literature.
これは William Empson の表紙の帯での編集者ジルの紹介文であるが、ジル
が学生の頃から尊敬を抱いていたエンプソンと同じ大学で教鞭を取れる彼女
の喜びが伝ってくる。当然この出会いはジルの内なる扉をどんどん広げはじ
めた。なぜなら当時のシェフィールド大学において、ジルの採用は唯一の女
性教官という抜擢であった。ハッフェンデンの記述より推測するに、エンプ
ソンはこの抜擢に満足し、とてもジルを気にいっていた。
　　　　　　
Within a few years, in 1963, he was happy to give a job to the young, 
Yorkshire-born scholar, Roma Gill―whom Empson would refer to as 
‘Romagill’, as if her names were one trisyllabic word. 
（Haffenden，2006;334） 
  
デリク ･ローバー （Derek Roper） は、ジルが赴任したシェフィールド大学の
最初の 1 年が彼女にとっていかに輝かしい時間だったかを次のように述べて
いる。
Derek Roper has remarked that Roma Gill’s first years at Sheffield must 
have happy: ‘Academic life was more leisurely then, women lecturers were 
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less numerous, and Roma, who could be amusing, was made much of: at 
lunchtime she was often found in the staff club bar surrounded by heads of 
department She seemed in robust health, and with some of her friends she 
took up riding.’　　　　　　　　　　　　　　  （Haffenden， 2006;335） 
ジルはこの 2，3 年後、最初の動脈硬化の発作を起こして以来、それはずっ
と彼女から離れることは無かった。この病気が原因で、1984 年には体調不
良による早すぎる退職となるが、エンプソンとジルの同僚として公私にわた
る親交がこの時 （1963 年）から始まった。
それからのエンプソンのジルへの好意はますます増すばかりであった。
“but throughout the mid-1960s she[Gill] and Empson developed a mutual and ever-
dependable affection and regard: ” （Haffenden，2006;335） とハッフェンデンは
2 人の関係を述べている。1967 年、エンプソンとジルの最大の事件が起こ
る。それはエンプソンが目の手術後の療養中のエンプソンを誰もが案じてい
たところの彼の態度である。エンプソンは簡単にジルに“I’ll come and spend 
a few days with you.” （Haffenden，2006;335） と告げる。
He arrived with two half-bottles of brandy and gin, and would start to 
consume the brandy even before breakfast. She felt obliged to hide the gin 
bottle, because drinking gin seemed to make him quarrelsome. Still, he 
would get up and cook breakfast for both of them: onions and eggs, which 
he seemed to favour.･･･On one occasion, he requested her to trim his 
unruly beard. ‘Every woman has scissors in her bag, ’he [Empson] declared. 
She tackled the task well.　　　　　　　　　　 （Haffenden，2006;335）
これはハッフェンデン自ら 1991 年 4 月 25 日のジルとのインタビューでは、
ジルがエンプソンが指示できる唯一の女性スタッフだったからといろいろ言
うことができたとまとめられているが、エンプソンの真意は何処にあったの
かは、今となっては彼のみぞ知るところである。
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3?The Man and His Work
The Man and His Work  （1974） はエンプソンの定年退職を記念してジル自
らがエンプソンの親しい友人達から原稿を集めたものであるが、本書の意義
は大きく分けて 2 つある。まず W.H. オーデン、 M.C. ブラッドブルック、 福
原燐太郎、グレアム・ハフ、 I.A. リチャーズ、L.C. ナイツ、 ジョン・ウエィン、 
クリストファー・リックス達は当時名だたる英文学者であったと同時に長年
エンプソンとの親交のあった人々でもあった。そのせいか、素顔のエンプソ
ンがところどころに垣間見られる。
次にデビッド・イオク （David Ewick） によると、本書には日本とエンプソ
ンとの関わりを著す貴重な資料 （イオクはこの資料を Secondary Materials と
記す） が含まれている。
The present work begins such an examination by documenting and 
annotating both primary and secondary materials related to Empson’s 
relationship with Japan and Japanese subjects. 　　　　　　（Ewick, 457）
ライン ･ キャサリン （Rine Kathleen） の ‘Extracts from unpublished Memoirs’、
福原倫太郎の ‘Mr William Empson in Japan’、ボトラル・ローランド（Bottrall 
Roland） の ‘William Empson’ がその主たるものである。　　　　　　
まず、本書でジルは寄稿者の一人ひとりを紹介する Contributor で、簡単
にそれぞれのエンプソンとの接点と共に各人物の紹介も行っている。同期の
詩人としてその名を共に連ねられるエンプソンと W.H. オーデンであるが、
ジルはエンプソンが 1939 年に出会った詩人と紹介し、エンプソンは彼の詩
を評価してはいるが、彼の影響力がエンプソンに及んでいるかどうかは疑
わしいと手厳しいコメントを織り込んでいる。ハッフェンデンに言わせる
と“Empson’s mocking ballad ”（Haffenden，2005;406） である ‘Just a smack at 
Auden’（1937） をエンプソンは 1937 年秋に発表する。これは確かに風刺詩
ではあるがエンプソンにとってはオーデンの戦争警告に対する態度を讃えた
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詩であった （Haffenden，2005;9）。しかしオーデンの方はエンプソンに対し 
“really feels deeply about poetry･･･The man writes with such genuine passion for 
books he’s discussing ” （Ansen，3&44） と敬意を表す。オーデンも退職のお祝
いとして本書にこの詩をもじった phrase を用いて ‘A Toast’ を寄稿している。
　　
A Toast　　　　
As quid pro quo for your enchanting verses,
when approached by Sheffield, at first I wondered 
if I could manage Just a smack at Empson, 
but nothing occurred.  　
　　　　
All I could fault was your conceit that Milton’s
God, obtrusive prolix baroque Olympian,
is our Christian one. Who, though, but you has pondered 
so deeply on Alice? ･･･　　　　　　　　　　　　　　　　  　（Gill, 1）
    
ジルはクリストファー・リックスを“One of Empson’s great admirers”と紹介
する。またリックス自らも William Empson”（1985） で“Empson is celebrated 
in William Empson: The Man and His Work edited by Roma Gill” （Ricks, 554） と
注解し、ジルの著書を高く評価している。“Empson’s Poetry” において彼は 
‘Aubade’ こそエンプソンの最も優れたな詩であると評価している。
‘To marry so as to have a claim against being separated’: this cannot but call 
up Empson’s best and contemporaneous poem, ‘Aubade’. The best because 
it has plenty of story ; because it fuses, as no other poem dose so richly, the 
two principle preoccupations （of bold commitment and of shrewd good 
sense） ; and because it marries the love-poems and the war-poems ; and 
because it deserves the praise which Empson gave to Swinburne’s nowhere 
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else （ that I have read him ） succeeds in imagining two people’ （Complex 
Words, p.78） 　　　　　  　　　　　　　　　　　　　   　（Gill, 178）
日本と関わりの強い“Aubade”は来日中地震に被災した不安とともに広が
る自身の心の動揺を詠ったものであるが、この詩が興味深いのは、この批
評に負うところが大きい。ロジャー ･セール （Roger Sale） も Modern Heroism 
（1973） で ‘Aubade’ について、リックス同様、高い評価をしている。
“Aubade”is one of Empson’s vest poem. ･･･It concerns two lovers in the 
Far East who are awakened by an earthquake and who come to see it as a 
sign of impending war. 　　　　　　　　　　　　　　 　　（Sale, 190）
　　
ケンブリッジ大学でエンプソンの同級生であった M.C. ブラッドブルックは、
“The Ambiguity of William Empson’s Poetry”を寄稿している。
Another Empson who is visible behind his poetry and criticism is an 
eighteenth-century country gentleman.                   　　　　　　   （Gill, 9）
　
彼女は大胆にもエンプソンのことを“country gentleman”と表現している。
18 世紀を代表する作品を多く扱ったエンプソンの著書としてはジョン・ド
ライデン（John Dryden）ヘンリー・フィールディング（Henry Fielding）の
論文を含む Using Biography（1984）が挙げられる。例えばフィールディン
グについて、エンプソンが用いている形容は ‘humanist, liberal, materialist’ で
ある。Using Biography の表題が意味するように、作品を現実世界から超絶
しているものとしてではなく、エンプソンは伝記的な手法にコミットし、生
身の人間に関心を向けている。それ故に Using Biography の中のドライデン、 
フィールディングに関する論文には、エンプソンが “country gentleman”で
ある心根を感じさせるものがある。そしてブラッドブルック教授は論文を次
のように締めくくる。
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His unity of close concentration and wide-ranging perspectives is perhaps 
the most applied form of applied mathematics that the university of 
Bertrand Russeell has ever turned out.　　　    　　　　　    　 （Gill, 12）
    
1952 年から 1970 年までシェフィールド大学の同僚であったフランシス・ベ
リー（Francis Berry） は長年にわたってエンプソンの支えになった人物であ
る。“William Empson”で、 1940 年代から 1950 年代にかけて家族と共に赴任
した北京ではエンプソンは 実に家庭的な生活を過ごしていた。ヘッタの手
紙が公開されている。
More than ten years later, Hetta would therefore write to an old friend who 
had witnessed something of the Empsons’ domestic life in Peking in the 
late 1940s and early 1950s: ‘I think he is happy to be able to go off to his 
burrow [in Sheffield] ….’　　　　　　　　　     （Haffenden， 2006;325）
こんな家庭的なエンプソンを歓迎し、詩人ベリーは見逃さない。
　　　　
･･･let us praise the Yorkshire man 
Emerging from his ‘borrow’ to stalk the moors;
In pork-pie hat, his county scan―
Strong in the line of East Riding squires.
･･･
Emeritus, you’ll be active. Marvell next?　　　　　　　　  （Gill, 210-1）
              
最後の行は退職後のエンプソンの研究対象を示唆している。私はこの言葉に
魅かれたことからアンドリュー ･マーヴェル （Andrew Marvell） に感心を抱
くことになった。 
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“All or Nothing : A theme in John Donne” の寄稿者である L.C. ナイツもまた
ケンブリッジ大学のエンプソンの同級生であった。ナイツは 1950 年にアメ
リカで、ケニオン （Kenyon） 大学のサマースクールでエンプソンに再会して
おり、イギリスに帰還した 1952 年以後エンプソンはナイツと頻繁に会って
いる。                                              
Since William Empson has shown a life-long fascination with John Donne
―the affair began early, witness both Seven Types and the first poems, 
and is still continuing― a note on a puzzling feature of Donne’s work 
will, I hope, be acceptable as a contribution to this celebratory volume. 
（Gill, 109）
最後にジョージ・フレイザー （George Fraser, 1915–1980） は、10 代の頃から
エンプソンの作品を読んでいた文学青年であった。1946 年にはじめてエン
プソンに会う機会に恵まれた。その後もハムステッド（Hampstead）、 シェ
フィールド、東京等さまざまな場所でエンプソンと再会の機会をつくった
とジルに紹介されている。彼の“The Man within the Name: William Empson as 
Poets, Critics, and Friend”ではエンプソンとルードヴィヒ・ウィトゲンシュ
タイン （Ludwig Wittgenstein）、G.E. ムーア （George Edward Moore） の関係を
論じている。そして、あくまでもフレイザーは“I think”と断わって“Empson, 
I think, dislikes philosophers on the whole, as many poets do:” （Gill, 68） と述べて
いることは興味深い。
4?Letters
ジルは William Empson の後、School Shakespeares Series （Oxford U.P.） 編集
に力を注いだ。Macbeth だけでも 1 年間で 9,700 部を売り上げた。彼女はこ
の英文学に貢献した業績で OBE （大英帝国勲章 ; Order of the British Empire） 
を受賞している。また、ジルは New Mermaids より出版した Doctor Faustus 
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（1965）、The Complete Plays of Christopher Marlowe （1971） のおかげで、その
後クリストファー ･ マーロー（Christopher Marlowe）の権威 （authority） と
しても知られるようになった。現代も Murray Edwards College は Roma Gill 
Fellowship が設けられている。
リックスの文献によれば、エンプソンも Winchester のパブリック・スクー
ル時代からマーローについて造詣が深かったことがわかる。
…At Winchester he acted a couple of minor parts in play which was always 
to fascinate him, Doctor Faustus;                　　　　　　　   （Ricks, 540）
ジルの編集した Dr. Faustus （1965） は現存する 2 つのテキストの問題を丹念
に調べ上げた信頼できる研究成果である。ジルとエンプソンの師弟関係は
ハッフェンデンの William Empson （2006） にも登場するが、何よりも共通の
関心事クリストファー・マーロー （Christopher Marlowe） の Doctor Faustus を
通じて深まったようだ。
Empson respected her [Roma Gill’s] work on Marlow, and would bandy 
quotations with her like a gentleman, though her churchiness must have 
given him pause.                        　　　　　　   　 （Haffenden， 2006;335） 
  
Selected Letters of William Empson （2006） の中の 4 通の手紙に記された話題の
中心がマーローである。中でも 1983 年 12 月 15 日付のジルに宛てた手紙に
注目したい。なぜならこれは、エンプソンが他界するわずか数ヶ月前の手紙
であり、マーローに対するエンプソンのこだわりの深さが伺えるからである。
マーローへの情熱は、エンプソンの没後の 1987 年に遺稿集、Faustus and the 
Censor を出版することでようやく果たされたはずである。このエンプソン
の著書は従来の Faustus の演劇の疑問だけでなく、Faustus 伝説を踏まえた上
で論点を整理し前進させたものである。勿論ジルもこの研究書を高く評価し
ている。この翌年の 1984 年、ジルも難病（心筋梗塞の合併症による不具）
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に冒されながら早すぎる引退を余儀なくされたが、エンプソンのもとでマー
ローの研究にうちこんだジルの姿は感動的なものであった。
5?????
ジルとエンプソンの師弟関係を研究することでひとつ大きな結論に達し
た。The Man and His Work （1974） の寄稿者たちは、人生の節目にエンプソン
と共に行動し、親交し、そして多大な尊敬の念を抱いている人物たちであっ
た。そのための一人の作者が描いたエンプソン像と異なり、エンプソンの人
間性をたくさんの思い出を重ね合わせた寄稿者たちの力作である。故にエン
プソンの人間性までが読者に伝わってくる。ジルは編集者であったが、これ
を取りまとめた業績はエンプソンを研究するものにとってかけがいのない貴
重な資料となっている。ジルとエンプソンの師弟、同僚関係は、時を重ねる
うちにクリストファー・マーロー研究という同じ目的を追求する同士という
目線に変化していくのである。エンプソンが、傷ついた同志に差し延べる手
はとても優しい。
At one point Empson’s Sheffield Colleague Roma Gill, whose health was 
declining as a consequence of multiple sclerosis, turned up for visit, and 
Empson gamely pushed her wheelchair on outings.
 （Haffenden， 2006;607） 
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